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はじめに

　近年，外来種の侵入とそれらの分布拡大が生態

系に与える影響は深刻化の一途をたどっている。

オオキンケイギク，オオクチバス，セアカゴケグ

モなど，環境省の特定外来生物に指定されている

種の多くは，在来種に似たものが少なく，外見で

容易に見分けることができる。一方で，在来種に

近縁な外来種が導入された場合は，発見が難しい

ことが多く，気づいた時には在来種との入れ替わ

りが生じていたり，交雑が進んでいたりする例が

結構あることが明らかになってきた。特に魚類で

深刻化が伝えられる国内外来種についても関連の

問題である。このような現象は多くの分類群で進

行していると考えられ，DNA 解析技術の向上も

あって今後ますます表面化する例が増加する可能

性がある。本稿ではまず，さまざまな分類群で知

られる近縁外来種問題について紹介する。

多岐にわたる近縁外来種の例

　植物では，セイヨウタンポポと在来タンポポの

分布調査が各地で古くから行われてきた（例えば

堀田，1977）。総ほう外片や種子の形態による判

断で在来と外来の分布に関する市民調査は現在で

も盛んにおこなわれている。一方で 1990 年代以

降は，セイヨウタンポポと在来種との雑種問題が

指摘され，関西自然保護機構会誌においても「雑

種は従来のタンポポ調査を変革する」と題した特

集が組まれた（例えば布谷・木村，2004；26 巻

１号参照）。雑種形成の判断は形態のみでは困難

で，それらの進行は，アロザイム解析（例えば

Morita et al., 1990）や葉緑体 DNA マーカー（例

えば Shibaike et al., 2002）によって，明らかにさ

れるようになった（後者の葉緑体 DNA の解析で

は，在来種の DNA 型を持つものを雑種と判断し

ている）。植物ではこれ以外にも，カワヂシャと

オオカワヂシャ（例えば Tanaka, 1995），在来と

外来アゾラ類（例えば鈴木，2010）など近縁外来

種の分布拡大や雑種が問題となっている例は多

い。このような近縁外来種は在来の植食者の寄主

植物としても利用されている。チョウ類の幼虫で

は，シルビアシジミがセイヨウミヤコグサを（本

来の寄主は在来のミヤコグサ；例えば Minohara 

et al., 2007），ツマグロキチョウがアレチケツメ

イを（本来はカワラケツメイ；高橋，2012），ミ

ヤマシジミが外来コマツナギを（飼育下のみ；例

えば Ozaki et al., 2013），というように本来の寄

主植物の近縁外来種で繁殖する例が報告されてい

る。これらのチョウ類はいずれも環境省のレッド
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リストに掲載されている希少種であり，外来植物

種によって繁殖が助けられている可能性があるも

のの，本来の生態系を考慮すると望ましいことと

は言えない。

　魚類では，大陸産モツゴ（例えば Watanabe 

et al., 2000），大陸産コイ（例えば馬渕ほか，

2010），カラドジョウ（例えば清水・高木，2010）

などの国外近縁外来種のほか，ハリヨ（国内外来

種イトヨとの交雑；例えば森ほか，2016），シナ

イモツゴ（国内外来種モツゴとの入れ替わり；例

えば小西・高田，2005）など国内近縁外来種も問

題となっている。亜種の関係にあるニッポンバラ

タナゴ（在来）とタイリクバラタナゴ（外来）の

関係については詳細な調査が行われ，外来亜種や

交雑個体の適応度が高いこと，ある程度の交配前

隔離が存在すること，遺伝子浸透が在来亜種の絶

滅後も継続することなどが明らかにされている

（例えば河村ほか，2009）。

　昆虫類では，アカハネオンブバッタ（オンブバッ

タに近縁；例えば町田，2016），ムネアカハラビ

ロカマキリ（ハラビロカマキリに近縁；例えば藤

野ほか，2010），ヒラタクワガタ類（例えば Goka 

et al., 2004）といった国外由来の近縁外来種のほ

か，リュウキュウベニイトトンボ（ベニイトトン

ボに近縁；苅部，2007）などの国内近縁外来種の

事例も報告されている。

　その他の分類群でも，シナハマグリ（例えば

岩崎ほか，2004），タイワンシジミ（例えば古丸，

2002），タイワンザル（白井・川本，2011），チョ

ウセンイタチ（佐々木，2011）など，近縁外来種

の例は身近な生き物の間でも多岐にわたり，疑い

のあるものも考慮すると今後さらに事例が増加す

ると考えられる。

　このような近縁外来種の調査には，部分的に

述べてきたように遺伝的解析が不可欠となって

いる。川井ほか（2009）によるワカメの移入集団

の解析では，ミトコンドリア DNA の解析と核遺

伝子マイクロサテライトの解析の両者の結果か

ら，ニュージーランドに日本と韓国の集団が移入

して交雑している可能性を指摘している。このよ

うに，外来種，外来個体群の侵入が疑われる際に

は，まず比較的容易なミトコンドリア DNA の解

析によっての侵入の有無を確認し，それが明らか

になった時点でマイクロサテライトマーカーなど

を用いて雑種形成の有無を調査するというステッ

プが標準的と考えられる。

シンポジウムの内容と今後の展望

　2016 年３月に開催された「地域自然史と保全

研究発表会 2016 年度大会」のシンポジウムでは，

近縁外来種問題が深刻な水生動物に注目し，「在

来種を脅かす近縁外来種の侵入－水域の生物を中

心に－」というテーマで魚類，両生類，爬虫類，

甲殻類から各一題ずつ話題提供を頂いた。プログ

ラムは以下の通りであった。

「趣旨説明」　　 　　　　平井規央（大阪府立大学）
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北川忠生（近畿大学農学部）

「チュウゴクオオサンショウウオが在来の
　オオサンショウウオに与える影響」

松井正文（京都大学名誉教授）
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　いずれの研究においても，前述のようにミトコ

ンドリア DNA の解析から近縁外来種または，外

来個体群の侵入を検知し，核 DNA やマイクロサ

テライトマーカーなどを用いてより深く交雑等の

解析を行い，現状の深刻さを明らかにする点が共

通していた。

　今回のシンポジウムを通じて，近縁外来種の侵

入と雑種の形成はさまざまな分類群で生じている

ことが改めて明らかとなった。西川ほか（2009）

は，遺伝的解析による起源や拡散様式は予防策に

役立ち，遺伝的多様性の解明は，駆除単位の設定

や駆除効果の検証にも有効であることを指摘して

いる。これまでは，現象の把握にとどまっている

ことが多かった近縁外来種問題も，遺伝的解析技

術の向上にともなって予防，駆除へのさらなる応

用が期待される。
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